
員
が
町
内
各
地
の
借
受
農
地

に
通
作
す
る
際
の
現
地
確
認

な
ど
、
多
彩
な
最
適
化
活
動

の｢

見
え
る
化｣

に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

５
月
６
日
の
定
例
総
会
で

は
、
委
員
が
活
動
記
録
を
持

参
し
、
最
適
化
活
動
の
取
り

組
み
状
況
の
報
告
と
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。

し
や
農
地
貸
借
の
調
整
、
遊

休
農
地
の
発
生
防
止
な
ど
に

活
用
し
て
い
く
。

５
月
上
旬
ま
で
に
提
出
さ

れ
た
４
月
の
活
動
記
録
簿
で

は
、
23
日
間
活
動
し
た
最
適

化
推
進
委
員
を
筆
頭
に
、
各

委
員
が
目
標
以
上
の
活
動
を

達
成
。
新
規
就
農
者
の
相
談

対
応
や
、
認
定
農
業
者
の
委

し
、
新
様
式｢

活
動
記
録
簿｣

の
記
入
方
法
を
確
認
。
全
委

員
の
合
言
葉
（
※
）
と
活
動

目
標
（
＝
毎
月
７
日
以
上
の

活
動
＋
活
動
記
録
の
毎
月
提

出
）
を
申
し
合
わ
せ
た
。

全
国
農
業
会
議
所
が
提
起

し
た
農
委
系
統
組
織
の
取
り

組
み
方
針
に
基
づ
き
、
従
来

の
活
動
に
加
え
、
最
適
化
活

動
の
起
点
と
な
る
「
農
地
の

見
回
り
」
や
「
農
家
（
出
し

手
・
受
け
手
）
の
意
向
把

握
」
な
ど
の
情
報
を
記
録
。

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
見
直

京
丹
波
町
農
業
委
員
会

は
、
４
月
８
日
の
農
地
利
用

最
適
化
推
進
会
議
で
新
た
な

最
適
化
推
進
指
針
を
協
議

穫
体
験
を
指
導
し
て
い
る
。

南
山
城
小
学
校
で
は
、
４

月
11
日
に
３
・
４
年
生
の
児

童
21
人
が
原
木
し
い
た
け
の

植
菌
を
体
験
し
た
。
長
さ
約

１
㍍
、
直
径
約
15
㌢
の
原
木

に
協
議
会
メ
ン
バ
ー
が
ド
リ

ル
で
約
50
個
穴
を
空
け
、
児

童
が
成
型
駒
（
し
い
た
け
種

菌
）
を
打
ち
込
み
、
氏
名
を

書
い
た
ラ
ベ
ル
を
取
り
つ
け

た
。植

菌
し
た
原
木
は
、
協
議

会
で
生
育
管
理
し
、
今
秋
の

総
合
学
習
で
収
穫
を
体
験
し

て
も
ら
う
予
定
だ
。

参
加
し
た
児
童
ら
は
｢

植

菌
で
し
い
た
け
が
生
え
て
く

る
な
ん
て
不
思
議
で
、
今
か

ら
秋
の
収
穫
が
楽
し
み
」
と

興
味
を
示
し
て
い
た
。

(

南
山
城
村
農
業
委
員
会)

い
、
食
育
活
動
を
通
じ
た
需

要
拡
大
に
つ
な
げ
る
た
め
、

小
学
校
の
総
合
学
習
で
原
木

し
い
た
け
の
植
菌
作
業
と
収

南
山
城
村
椎
茸

し
い
た
け

生
産
組
合

連
絡
協
議
会
で
は
、
子
ど
も

た
ち
に
地
元
産
の
原
木
し
い

た
け
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

話
し
合
い
参
加
月
間
）
、
10

月
（
利
用
意
向
調
査
月
間)


３
月
（
１
年
の
活
動
共
有
月

間
）
の
年
３
回
、
活
動
強
化

月
間
を
設
定
す
る
な
ど
、
最

適
化
活
動
を
強
化
す
る
取
り

組
み
方
針
を
決
定
し
た
。

た
方
針
を
受
け
て
、
「
全
委

員
が
月
平
均
10
日
活
動
す

る
」
と
い
う
目
標
を
設
定
し

た
。併

せ
て
、
８
月
（
地
域
の

八
幡
市
農
業
委
員
会
は
、

５
月
６
日
に
新
様
式
「
活
動

記
録
簿
」
の
変
更
点
や
記
入

方
法
の
研
修
会
を
開
催
し
、

全
国
農
業
会
議
所
が
提
起
し

て
い
る
人
の
顔
を
思
い
浮
か

べ
な
が
ら
、
仲
間
た
ち
と
丹

精
込
め
て
作
り
ま
す
。

お
弁
当
は

週
１

回

木
曜
日
し
か
作

り
ま
せ
ん
が
、
ふ
わ

ふ
わ
の
だ
し
巻
き
が

好
評
で
、
直
売
所
の

ほ
か
、
数
カ
所
に
配

達
も
し
て
い
ま
す
。

五
里
五
里
市
で

は
、
地
元
の
新
鮮
な

野
菜
や
果
物
も
販
売

し
て
い
ま
す
。
近
く

に
来
ら
れ
た
際
に

は
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

[

五
里
五
里
市
・

９
時
30
分
～
16
時
、

年
中
無
休
（
年
末
年

始
、
特
休
日
除
く
）]

（
城
陽
市
農
業
委
員
会
・

村
田
清
美
委
員
）

部
城
陽
支
部
長
と
し
て
、
毎

日
、
部
員
の
仲
間
と
、
五
里

五
里
市
（
Ｊ
Ａ
京
都
や
ま
し

ろ
農
産
物
直

売

所

城

陽

店
）
併
設
の

加
工
場
で
調

理
し
て
い
ま

す
。加

工
食
品

は
、
城
陽
産

米
を
使
っ
た

お
餅
や
赤
飯

な
ど
、
地
産

地
消
の
た
め

地
元
の
農
産

物

を

使

用

し
、
美
味

お

い

し

そ
う
に
食
べ

一
昨
年
８
月
に
農
業
委
員

に
就
任
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
京

都
や
ま
し
ろ
女
性
部
の
加
工

却
更
新
を
考
え
て
持
続
可
能

な
作
業
料
金
や
労
賃
（
１
時

間
１
６
０
０
円
）
を
設
定
。

個
人
経
営
で
は
農
作
業
を
引

き
受
け
る
こ
と
に
限
界
を
感

じ
て
い
た
が
、
営
農
組
合
と

し
て
地
区
内
の
水
田
を
引
き

受
け
る
こ
と
は
可
能
だ
と
実

感
し
た
。
▼

近
所
の
地
区

で
も
、
大
規

模
農
家
を
含

め
た
全
農
家
が
共
同
で
収
穫

・
乾
燥
調
製
施
設
を
整
備
す

る
検
討
を
始
め
た
。
旧
来
の

共
同
作
業
組
合
で
は
な
い

〝
持
続
可
能
な
発
想
〟
で
地

域
の
水
田
を
守
る
動
き
に
な

る
と
期
待
し
て
い
る
。（

政
）

で
販
売
で
き
た
。
▼
従
来
、

地
域
の
水
田
は
、
先
輩
農
家

が
縮
小
し
た
面
積
を
後
輩
農

家
が
引
き
受
け
て
守
っ
て
き

た
。
し
か
し
、
コ
メ
代
が
安

く
な
り
、
こ
の
流
れ
が
途
絶

え
た
。
地
区
内
に
水
田
を
引

き
受
け
る
後
輩
が
見
当
た
ら

ず
、
隣
の
地
区
の
大
規
模
農

家
も
手
間
が
か
か
る
と
小
面

積
で
は
引
き
受
け
て
も
ら
え

な
い
の
が
実
態
だ
。
▼
自
家

用
の
機
械
で
作
業
し
て
い
た

頃
、
労
賃
は
作
業
後
の
ビ
ー

ル
代
に
消
え
て
い
た
が
、
営

農
組
合
で
は
設
備
機
械
の
償

▼
10
年
以
上
使
っ
た
自
家

用
コ
ン
バ
イ
ン
と
乾
燥
機
、

籾
摺す

り
機
を

処
分
し
て
、

隣
の
地
区
の

営
農
組
合
に

加
入
し
た
。
約
１
㌶
の
水
田

の
刈
り
取
り
と
乾
燥
調
製
の

作
業
料
金
は
35
万
円
。
秋
作

業
で
10
日
間
（
68
時
間
）
働

い
た
労
賃
（
約
11
万
円
）
と

相
殺
し
て
精
算
完
了
。
営
農

組
合
の
色
彩
選
別
機
の
お
か

げ
で
、
玄
米
は
一
等
米
価
格

個
人
経
営
か
ら
営
農
組
合
へ

持
続
可
能
な
発
想
で
水
田
を
守
る

地
域
の
水
田
を
守
る

ロ
ー
ガ
ン
は
「
守
る
農
地
を

特
定
し
、
農
道
の
草
刈
り
や

水
路
の
掃
除
な
ど
に
非
農
家

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
生
活

環
境
と
農
業
を
み

ん
な
で
守
ろ
う
」

に
決
定
し
た
。
農

業
に
関
心
の
あ
る

非
農
家
や
半
農
半

Ｘ
を
志
す
移
住
者

に
農
地
や
農
機
を

貸
し
出
し
、
家
庭

菜
園
か
ら
始
め
る

農
業
の
担
い
手
を

確
保
す
る
こ
と
も

プ
ラ
ン
に
盛
り
込

ん
だ
。

（
今
）

地
を
守
る
に
は
非
農
家
の
協

力
が
必
要
」
な
ど
、
多
数
の

意
見
が
集
ま
っ
た
。
そ
れ
ら

を
踏
ま
え
て
、
プ
ラ
ン
の
ス

部
）
に
分
け
、
各
地
区
の
農

業
委
員
が
年
齢
階
層
別
の
耕

作
者
地
図
を
作
成
し
た
。

60
歳
以
下
を
青
色
、
61
歳

～
79
歳
を
黄
色
、
80
歳
以
上

を
赤
色
に
塗
っ
た
耕
作
者
地

図
で
、
全
耕
作
地
の
６
割
が

黄
色
、
３
割
が
赤
色
と
い
う

危
機
的
状
況
が
判
明
。
早

速
、
農
業
委
員
か
ら
地
域
の

農
家
に
呼
び
か
け
、
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
と
耕
作
者
地
図
を

地
区
別
に
整
理
し
て
「
話
し

合
い
」
を
実
施
し
た
。

参
加
し
た
農
家
か
ら
は
、

「
生
活
環
境
を
守
る
た
め
農

地
を
管
理
し
て
い
る
」
「
農

間
谷
地
田
が
多
く
、
効
率
的

な
営
農
は
困
難
で
、
機
械
が

壊
れ
る
と
離
農
や
耕
作
放
棄

に
直
結
す
る
た
め
、
全
農
家

の
正
確
な
意
向
把
握
か
ら
着

手
し
た
。

事
務
局
が
農
家
ア
ン
ケ
ー

ト
を
全
農
家
（
１
０
６
戸
）

に
郵
送
し
、
回
答
が
な
い
場

合
は
農
業
委
員
が
個
別
に
提

出
を
働
き
か
け
て
、
80
戸

（
75
％
）
か
ら
回
収
。
町
内

を
四
つ
の
地
区
（
東
部･

飛

鳥
路
北
部･

切
山
南
部
西

笠
置
町
で
は
、
農
業
委
員

会(

農
業
委
員
10
人)

が
京
力

農
場
プ
ラ
ン
（
人
・
農
地
プ

ラ
ン
）
の
話

し
合
い
を
推

進
し
、
プ
ラ

ン
実
質
化
の

取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
。

若
者
が
町
外
に
流
出
し
、

過
疎
・
少
子
高
齢
化
が
進
む

笠
置
町
で
は
、
高
齢
農
家
が

水
稲
や
花
菜
の
主
な
担
い
手

と
な
っ
て
い
る
。
狭
小
な
山

人･

農
地
プ
ラ
ン
を
リ
ー
ド

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果･

地
図
で
話
し
合
い

笠

置

町

笠

置

町

特
産｢

原
木
し
い
た
け｣

の
総
合
学
習
に
挑
戦

南山城小学校 × 椎茸生産組合連絡協議会植
菌
と
収
穫
を
３･

４
年
生
が
体
験 生産農家が成型駒の打ち方を指導する

植菌体験（４月11日）

年
齢
階
層
別
の

耕
作
者
地
図
を

作
成
す
る
農
業

委
員

月
平
均
10
日
の
活
動
目
標
を
設
定


八
幡
市
農
業
委
員
会

全
委
員
が
活
動
記
録
の
毎
月
提
出
に
挑
戦


京
丹
波
町
農
業
委
員
会

直売所で加工食品づくり

加工部員の皆さん

※

京
丹
波
町
農
業
委
員
会
の
合
言
葉

「
ま
」
毎
月
提
出
！
こ
れ
鉄
則
！

「
み
」
み
ん
な
で
共
有
！
活
動
あ
れ
こ
れ
！

「
む
」
難
し
か
っ
た
ら
事
務
局
相
談
！

「
め
」
メ
モ
書
き
Ｏ
Ｋ
！
事
務
局
待
っ
て
る
！

「
も
」
も
う
ち
ょ
い
の
気
持
ち
で
伝
わ
る
委
員
活
動
！

５月６日の総会に活動記録を持ち寄った農業委員（京丹波町）

意
欲
的
な
目
標
設
定

農
地
利
用
最
適
化
推
進
へ

人・農地関連施策の見直しと農水省ガイドラインの発出

に伴い、本年度から全国の農業委員会で農地利用最適化の

意欲的な目標を設定し、各委員も活動の記録と自己点検を

求められている。

これを受けて、府内の各農業委員会では、４～５月の総

会で「新たな活動目標」を設定し、委員が日常活動を記録

して事務局と共有する取り組みがスタートしている。

京都 ８年(令和4年)()全 国 農 業 新 聞月４回金曜日発行 定価１か月700円(年間8,400円)送料共（第３種郵便物認可）


